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チップを利用する地球環境にやさしい取り組みです。昨

年、協力事業体が大型の移動式チッパー機を導入したこ

とを機に今後はこの事業体とも協力しながら、これまで

利用できなかった端コロや枝葉、樹皮などもチップに加

工し県内外のバイオマス施設等に供給することで地球温

暖化防止や脱炭素社会の実現といった社会的課題にも貢

献したいと考えています。 

また、管内各地で取り組みが進んでいる皆伐・再造林

についても更に推進し「伐って、使って、植えて、育て

る」といった森林資源の循環利用と持続可能な林業経営

を実現し、所有者さんへの更なる利益還元と組合の安定

経営の両立を目指してまいります。 

今年も役職員一同、組合員の皆様から安心して森林の

経営や木材の販売を任せられる組合組織となれるよう努

めてまいりますので、よろしくお願いいたします。 

新年あけましておめでとうございます。 

組合員の皆様には、日頃より当組合の事業運営にご

理解、ご協力を賜りありがとうございます。また、県・

市をはじめ協力事業体など関係の皆様にも多大なるご支

援、ご協力を賜り心よりお礼申し上げます。 

昨夏は、連日真夏日や猛暑日が続き、大変厳しい暑

さとなりました。そのような中、山の現場で下刈りや伐

採作業に従事していただいた協力事業体を始め、那谷工

場で汗だくになりながら頑張ってくれた職員にも心から

感謝しております。 

お蔭様で令和５年度の組合事業は、売り上げも順調

で当初の計画を概ね達成できそうな状況です。 

さて、平成２６年２月に建機のコマツと石川県など

が「林業に関する包括連携協定」を提携したのを機に当

組合の那谷工場では、コマツ粟津工場に管内の伐採現場

で発生する未利用材を木質チップに加工しバイオマスボ

イラーの燃料として供給しています。石油製品である重

油を燃やす代わりにカーボンニュートラルである木質

ます。外国産材の供給リスクに影響されない木材流通
体制を形成するといった観点からも、県産材の増産・
安定供給に取り組むことが必要となっています。 

ここ南加賀地区においては、森林組合が主体となっ
て県産材を山から生産し、那谷工場とそこに隣接する
南加賀木材協同組合が力強く連携して、品質の確かな
県産製材品を供給する等、川下の需要に応えていくこ
とが重要だと考えています。 

このため県では、生産現場においては、路網などの
基盤整備やＩＣＴを活用したスマート林業の推進など
により林業収益力の向上を図る外、これらの技術を活
用できる担い手の育成、確保にも取り組んでいます。 

さらに、県産材の利用に向けては、付加価値の高い
製材品の供給体制強化を後押しするとともに、住宅や
民間施設における県産材の利用促進にも取り組んでい
ます。 

これらの取り組みを通じ、南加賀地域の林業振興、
森林の公益的機能の維持増進、山村地域の活性化等の
実現に取り組む所存でありますので、組合員の皆様方
には、ご理解とご協力をお願いいたします。 

最後に、かが森林組合の今後益々のご発展と、組合
員の皆様方のご多幸を心より祈念申し上げ、新年のご
挨拶といたします。 

新年あけましておめでとうございます。 
組合員の皆様方におかれましては、平素より本県
の森林・林業並びに木材産業施策の推進に、ご理解
とご協力を賜り厚くお礼申し上げます。 

昨年は全国的にクマによる被害が多発し、南加賀
地区でも人的被害がございました。被害にあわれた
方には心よりお見舞い申し上げます。 

森林には、水源かん養機能や土砂災害防止機能の
ほか、多様な生物の生息・生育の場としての機能も
あります。このため県では、森林の健全な育成を進
めるとともに、いしかわ森林環境基金事業等を活用
し、集落周辺の、野生獣の隠れ場所になる薮の刈払
いなどを行い、見通しを良くすることで、集落と野
生獣の生息域との境界を形成する取り組み（緩衝帯
整備）を進めています。こうした取り組みにより、
野生獣の人里への出没を抑制する等、引き続き県民
の皆様の生活の安全・安心を図ってまいります。 

さて、県では「伐って、使って、植えて、育てる
」という森林の循環利用を実現し、林業を持続的に
発展させるため、県産材の年間供給量30万m3へと
倍増させることをビジョンの目標に掲げて、一丸と
なって取り組みを進めているところです。 
他方で、林業・木材産業を巡る情勢を見ますと、
依然として世界的な政治、経済状況の不安定化等に
より、外国産材供給の先行きが不透明な状況にあり
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第６８回山林大会が開催されました

８月２９日、石川県立音楽堂にて第６８

回 石川県山林大会 が開催され、当組合か

ら役職員、林産組合長合わせて１０８名の

方々が参加しました。 

 また、大会中に行われた各種表彰では、

森林整備コンクール、林業功労者の表彰に

次の方々が受賞されました。おめでとうご

ざいます。 

 受賞された皆様の日々の努力に敬意を表

しますとともに、これからもお元気で活躍

されることをご祈念いたします。 

林業功労者 

石川県山林協会長表彰 

高橋 一雄 様 

（加賀市） 

林業功労者 

石川県山林協会長表彰 

岩本町林産組合 様 

（能美市） 

石川県農林水産業功労賞者 

  小  谷 碩 彌 さん 

森林整備コンクール 

全国林業改良普及協会長賞 

 直下町林産組合 

組合長 福島 与志弘 様 

（加賀市） 

１０月１５日、石川県産業展示館で開催された第４３回 石川の農林水産漁業まつりにて、令和５

年度 石川県農林水産業功労者の表彰式が行われ、当組合の上席理事、監事を長年歴任されました

加賀市山中温泉栢野町小谷碩彌さんが受賞されました。おめでとうございます。 

石川県農林水産業功労者の表彰がありました



かが森林組合の森林整備事業について

一部の森林所有者さんから山を手放したいというお悩みを伺うようになりました。 

事情を伺うと、様々な理由から、昔のように山を持ち、後継者に引き継いでいく事 

が難しくなっていると感じます。 

※森林所有者さんから伺うお悩み 

 ・後継者が都会で生活していて、山の所在を受け継いでいく事ができない 

 ・自分の山がどこにあるのか分からず、税金だけ払い続けている 

 ・境界がはっきりしないので木を伐って収入を得ることができない 

                                等々・・・ 

最近では山へ向かう人の足が遠のいて、町に獣の被害が出るようにもなりました。 

山を管理していく事の大切さを感じますが、こうした山のお悩みを森林所有者さん 

が自分で解決していくのは大変なことです。 

 後継者が山を持てるよう、魅力あるものにするために、仕事をしながらでも山を 

持てる環境と仕組みを作ることができないか？   それには、長期に渡って自分の山 

の所在が特定できる環境を維持しながら、山から定期的に収入を得られるような仕 

組みも必要です。 

 → かが森林組合は  

   地域ネットワーク と 補助金 を利用した方法 で 

   解決のお手伝いをします！ 

① 境界管理事業 を行い、 

  組合に聞けば山の場所が分かる環境をご提供します！ 

森林整備事業を計画する森林を中心に境界管理事業を進めています。森林所 

 有者さんが立会いできる機会を作り、境界を誤差最大数センチの精度で測量し 

 ます。組合がデータを管理していきますので、記録してしまえば山の所在が失 

 われなくなり、もう後継者を度々山に連れていく必要がなくなります！ 

※森林所有者さんの立会いの様子 ※境界のデータや立会い資料はパソコンで管理します 



② 山から収入が得られるように、定期的に森林整備事業をご提案します！ 

補助金を利用した植林地の間伐事業や皆伐・再造林事業、広葉樹整備事業等 

 を定期的にご提案し、代金をお支払しています。 

  先の境界管理事業とこうした収益を還元する森林整備事業を地域単位で行い、 

 将来的にも山から木を出し易い環境を整備しながら、木を伐って、出して、植 

 え替える事ができ、林業収入を得られる 循環型林業ができる山を作ります！ 

林業・緑化機械・関連資材販売・修理

薪ストーブ・販売・施行

TEL（076）268-0101　FAX（076）268-8899

※間伐事業の完成状況 

※皆伐・再造林事業の作業前の様子 ※皆伐・再造林事業の完成状況 

※再造林した苗木の様子 

 杉や広葉樹の苗木を植えています 



かが森林組合の森林整備事業について 

③ 放置された竹藪を伐採整理して、 

  獣が寄り付きにくい明るい山を作ります！ 

 集落周辺の竹林を伐採整備した様子

 ※作業前は竹林が拡大して広い範囲が藪になっています 

  こうした竹林では筍を食べる猪が増える等、様々な影響が出てきます 

 ※完成状況 

  竹を伐採して広葉樹を植え、明るい景観になりました 

※このほかにも様々なサービスをご提供しています。 

 最寄りの組合窓口までご相談下さい！ 

（ 森林組合の森林整備のメリット ） 

 森林組合では、次のような組合独自の森林サービスをご提供しています。 

・他よりも高い精度で境界を測量し、組合に聞けば場所が分かる環境を長期的に 

 ご提供できます。 

・地権者の調査や同意形成は、組合が組合員ネットワークを利用して行います。 

・補助金を利用して負担金のない森林整備や林業収入を得られる森林整備を定期 

 的にご提案します。 



事業推進会について

地元選出の国会議員に要請活動を行いました 

地域の役員、総代、林産組合長さんを中心に、地域の森林管理や整備方法を考える「事業

推進会」を本年も予定しております。昨年の推進会議でも出席者から積極的なご意見を頂

き、今後、地域の森林をどのようにしていくのかを皆様と考える良い機会となりました。

本年も２月頃から各支所で順次開催していく予定ですので、宜しくお願いいたします。

１０月２５日に東京で行われた全国森林組合代表者会議に県内の林業代表者と

共に片山組合長が出席しました。また、翌２６日には地元選出の自民党国会議員

に要請活動を行いました。 

森林環境譲与税の活用について 

 国の森林環境譲与税を利用した市町に

よる森林の管理委託制度が始まっていま

す。白山市ではその活用方法を考える

「白山市森林環境譲与税活用推進検討

会」が令和４年４月に組織され、片山組

合長が委員を務めています。 

 同検討会により、「健全な森づく

り」、「森の恵みを活用」、「森に学

ぶ」をテーマに白山市のこれからを考え

た提言書「森とつながる海とつながる」

が作られ、白山市長に提出されました。 




